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新中央図書館設計業務契約予定者の決定について 

 
 

新中央図書館の設計業務の発注にあたっては，設計者の技術力，提案力等を審査し，

設計業務に最も適した設計者を選定するため，公募型プロポーザル方式により設計者

の選定を進めてまいりました。 

審査の結果，最優秀提案者となった者を，「設計業務契約予定者」として決定いたし

ましたのでご報告いたします。 

 

 １ プロポーザル審査委員会 
 

  氏名 所属等 専門分野 

外部 
委員 

委 員 長 中井 孝幸 
愛知工業大学  
工学部 建築学科 教授 

図書館，建築 

委 員 山田 あすか 
東京電機大学  
未来科学部 建築学科 教授 

建築，子育て・福祉 

委 員 叶多 泰彦 
千葉経済大学  
短期大学部 ビジネスライフ科 教授 

図書館 

委 員 小泉 公乃 
筑波大学 
図書館情報メディア系 准教授 

図書館 

委 員 谷口 昭三 
茨城高専名誉教授／現・ひたちなか市立図
書館協議会委員長 

図書館 

内部 
委員 

副委員長 吉冨 耕治 ひたちなか市副市長 行政 

委 員 秋本 光德 ひたちなか市教育長 行政 

  
 

２ 選定結果等 

➀ 参加資格審査 

プロポーザル実施要領に定める参加資格及び参加条件を満たす者であるかどう

かを審査 

≪主な参加資格と参加条件≫ 

・本市の建設工事等入札参加有資格者名簿に登録されていること 

・平成２６年度以降に，国又は地方公共団体が発注した延べ床面積 2,250 ㎡以 

上の図書館の新築に係る基本及び実施設計業務の実績を有していること 

・管理技術者（１級建築士/１名），総合・構造・電気・機械担当主任技術者（各１名） 

を配置すること                                       

【審査結果】 

参加申込のあった６者のうち５者が合格，１者が失格 
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② 第１次審査 ［令和６年７月１４日］ 

「公募型プロポーザル評価基準」（以下，「評価基準」という。）に基づく評価を行い，

優秀と認められる者を第２次審査対象者として最大で 5者選定 
 

   【評価項目】 

・提案者の業務実績等  ・提案者の業務遂行能力  ・本業務の実施方針 
 

【審査結果】 

審査対象者５者全て，第２次審査対象者として選定された 
 

➂ 第２次審査 ［令和６年８月２５日］ 

プレゼンテーションとヒアリングを実施し，「評価基準」に基づく評価を行い，最優

秀提案者及び次点者を選定 
 

  【評価項目】 

・新中央図書館設計の基本方針を実現するための考え方，取組方針などについて 

・新中央図書館諸室整備の基本方針に対する考え方，取組方針などについて 

・ワークショップや市民等への説明に関する方策，施設完成後のアフターフォロー

について 
 

【審査結果】 
      

最優秀提案者    株式会社山下設計 （東京都中央区日本橋小網町 6番 1号） 

      

次  点  者    佐藤総合計画・ａｎｄＨＡＮＤ建築設計事務所設計共同企業体 

（東京都墨田区横網二丁目 10番 12号）  
 

3 設計業務契約予定者の決定 
 

令和６年８月２８日に開催したひたちなか市立新中央図書館整備検討委員会におい

て，最優秀提案者となった株式会社山下設計を本設計業務の契約予定者として決定 
 

4 今後のスケジュール 
 

   令和 6年度    ９月下旬頃 契約締結 ～ 基本設計業務 

   令和 7年度    実施設計業務 

   令和 8，9年度  建設工事 

   令和 10年度   供用開始 


